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(57)【要約】
【課題】画質の劣化を低減して小型軽量化することがで
きる電子内視鏡システムを提供する。
【解決手段】NTSC又はPAL信号であるＴＶ信号に対応し
たＣＣＤ１４による撮像信号は、ＣＣＵ部１６によりア
ナログのNTSC又はPAL信号であるＴＶ信号に変換されて
外部モニタ６が接続可能なコネクタ部７と、デコーダ２
１に出力される。デコーダのＡ／Ｄ変換回路２１ａによ
りデジタルのスクエアピクセル信号が生成され、圧縮／
伸張回路２４ａにより、記録媒体２２に記録／再生可能
にされると共に、所定の画素数の場合にはスケーリング
処理されることなく、デジタルの画像表示モニタとして
のＬＣＤパネル４側に出力され、動画像等が表示される
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　NTSC又はPAL信号であるテレビジョン信号に対応した撮像素子を備え、前記撮像素子か
らの撮像信号を処理して、記録媒体に画像を記録可能にすると共に、画像表示モニタに動
画像を表示可能にする電子内視鏡システムにおいて、
　前記撮像素子からの撮像信号をアナログのNTSC又はPAL信号であるテレビジョン信号に
変換するカメラコントロールユニット部と、
　前記カメラコントロールユニット部で生成したアナログのテレビジョン信号を外部に出
力するためのコネクタ部と、
　前記カメラコントロールユニット部で生成したアナログのテレビジョン信号をデジタル
のスクエアピクセル信号に変換するアナログ／デジタル変換部と、
　前記デジタルのスクエアピクセル信号から記録媒体に記録する記録処理する記録処理部
と、
　前記記録媒体に記録された画像を再生する再生処理を行う再生処理部と、
　画像表示モニタとしてデジタルの画像表示モニタの画素数が前記デジタルのスクエアピ
クセル信号に対応した所定の画素数の場合には、前記デジタルのスクエアピクセル信号を
前記デジタルの画像表示モニタに出力し、前記デジタルの画像表示モニタの画素数が前記
デジタルのスクエアピクセル信号に対応した所定の画素数でない場合には、前記デジタル
のスクエアピクセル信号からデジタルの画像表示モニタの画素数に適合させるスケーリン
グ処理して前記デジタルの画像表示モニタに出力する画像処理部と、
　を具備することを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　さらに発光ダイードを用いた発光ダイオードバックライト照明部が搭載された前記デジ
タルの画像表示モニタとしての液晶パネルと、
　ユーザの操作により前記液晶パネルの明るさ調整の設定を行う設定部と、
　前記設定部による設定に応じて前記発光ダイオードバックライト照明部の照明輝度を調
整する調整部と、
　を有し、
　前記カメラコントロールユニット部は前記ＮＴＳＣまたはＰＡＬ信号に対応した前記撮
像素子からの撮像信号から前記アナログのテレビジョン信号として、アナログのＮＴＳＣ
またはＰＡＬ信号を生成し、前記アナログのＮＴＳＣまたはＰＡＬ信号を前記コネクタ部
から出力可能にすると共に、
　前記アナログ／デジタル変換部は、前記アナログのＮＴＳＣまたはＰＡＬ信号をデジタ
ルのスクエアピクセル信号に変換することを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡シス
テム。
【請求項３】
　前記調整部は、前記記録処理部及び再生処理部を備えた記録再生部により制御されるこ
とを特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
　前記調整部による照明輝度に関する情報を、前記記録媒体に記録される画像ファイルに
属性情報として記録し、画像再生時には前記画像ファイルから前記属性情報を読み取り、
この属性情報を用いて前記発光ダイオードバックライト照明部の照明輝度を画像ファイル
の画像再生毎に連動して調整可能にしたことを特徴とする請求項２又は３に記載の電子内
規鏡システム。
【請求項５】
　さらに前記デジタルのスクエアピクセル信号を表示するデジタルの画像表示モニタを、
前記カメラコントロールユニット部、アナログ／デジタル変換部、記録処理部、再生処理
部及び画像処理部を備えた電子内視鏡本体に内蔵したことを特徴とする請求項１から４の
いずれか１つに記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】
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　前記デジタルの画像表示モニタは、発光ダイオードを用いた発光ダイオードバックライ
ト照明部が搭載された液晶パネルであり、
　さらにユーザ操作により前記液晶パネルの明るさを調整する設定部と、
　前記設定部により前記発光ダイオードバックライト照明部を調整する調整部とを備えた
ことを特徴とする請求項５に記載の電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部の先端に設けられた撮像素子により撮像した画像を表示する電子内視
鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、細長の挿入部の先端に配置された撮像素子で撮像した撮像信号に対する信号処理
を行い、表示装置に内視鏡画像として表示する電子内視鏡装置或いは電子内視鏡システム
が普及している。　
　この場合、挿入部、信号処理を行うプロセッサ部、及び液晶（ＬＣＤと略記）によるＬ
ＣＤ表示部をすべて一体化した装置或いはシステムは、機器間の接続が不要で、かつセッ
トアップ作業が容易となり、特に工業用分野では一体型が主流となりつつある状況にある
。　
　また可搬性も重視され、できる限り小型軽量化が望まれている。　
　また、撮像素子としての例えば電荷結合素子（ＣＣＤと略記）は、テレビジョン（ＴＶ
と略記）信号形式に合わせて開発、販売されており、これらＴＶ信号に対応した形式のＣ
ＣＤを使って撮像回路を組むことで、その信号に対する信号処理用ＬＳＩとしてのカメラ
ＤＳＰを使うことでカメラコントロールユニット（ＣＣＵと略記）を大幅に簡略化した構
成とすることができる。
【０００３】
　図４は従来の電子内視鏡システム５１を示す。　
　この電子内視鏡システム５１は、内視鏡挿入部（単に挿入部と略記）５２と、この挿入
部５２と一体化された電子内視鏡本体部５３と、液晶（ＬＣＤと略記）パネル５４を内蔵
し、この電子内視鏡本体部５３に取り外し可能に接続されるＬＣＤユニット５５とを有す
る。　また、この電子内視鏡本体部５３には、ＬＣＤユニット５５の他に外部モニタ５６
を接続可能とするコネクタ部５７と、操作スイッチ５８が接続されるスイッチ接続部５９
が設けられている。　
　挿入部５２の先端部６１には、照明窓と観察窓とが設けてあり、照明窓にはＬＥＤ６２
が取り付けられ、観察窓には対物レンズ６３が取り付けられている。この対物レンズ６３
の結像位置には、撮像素子として、例えば電荷結合素子（ＣＣＤと略記）６４が配置され
、結像された光学像を光電変換する。
【０００４】
　照明手段としてのＬＥＤ６２及び撮像手段としてのＣＣＤ６４は、挿入部５２内を挿通
された信号線を介して電子内視鏡本体部５３内のＬＥＤ電源回路６５と、カメラコントロ
ールユニット部（ＣＣＵ部と略記）６６に接続されている。　
　ＣＣＵ部６４は、アナログフロントエンド（ＡＦＥと略記）６７と、カメラデジタルシ
グナルプロセッサ部（ＤＳＰ部と略記）６８とから構成される。　
　ＡＦＥ６７は、ＣＣＤ６４からの撮像信号に対して、相関二重サンプリング（ＣＤＳと
略記（CDS: Correlated Double Sampling））処理して、その信号成分を抽出した後、オ
ートゲインコントロール（ＡＧＣと略記）回路６７ａによるＡＧＣにより適正な振幅の信
号にした後、アナログ／デンジタル（Ａ／Ｄ）変換回路６７ｂによりデジタル信号に変換
してカメラＤＳＰ部６８に出力する。
【０００５】
　このカメラＤＳＰ部６８は、信号処理用ＬＳＩであり、ＡＦＥ６７から入力されるデジ
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タル信号に対して、以下の信号処理を行い、ＮＴＳＣ／ＰＡＬの標準のテレビジョン（Ｔ
Ｖ）信号を生成する。　
　このカメラＤＳＰ部６８は、入力されるデジタル信号に対して、オート露光（Ａ／Ｅ）
処理６８ａ、色信号を生成する色信号処理６８ｂ、ガンマ処理６８ｃ、電子ズーム処理６
８ｄ、ホワイトバランス（Ｗ／Ｂ）処理６８ｅ等の一般のＴＶカメラで必要な様々な信号
処理を行う。　
　また、このカメラＤＳＰ６８は、文字情報の表示等のオンスクリーンディスプレイ（Ｏ
ＳＤ）処理６８ｆも行う。そして、デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換回路６８ｇにより
、アナログ信号に変換されて、このカメラＤＳＰ部６８から、標準的なＴＶ信号形式、つ
まりアナログのＮＴＳＣやＰＡＬ信号として、記録再生部６９に出力される。
【０００６】
　通常、ＮＴＳＣやＰＡＬの映像信号のように標準的なＴＶ信号を生成するカメラＤＳＰ
６８は、それに組み合わせて使用されるＣＣＤ６４は、ＮＴＳＣまたはＰＡＬ形式に合わ
せたタイプに限定される。その理由は、ＮＴＳＣやＰＡＬタイプに合わせたＣＣＤであれ
ば垂直画素数が、そのＴＶ形式の映像信号の垂直ライン数に一致していて、カメラＤＳＰ
６８での処理が単純化できるためである。　
　このカメラＤＳＰ６８からアナログの映像信号が入力される記録再生部６９は、その標
準のＴＶ信号としての映像信号から、デジタルの映像信号を生成するデコーダ７１と、記
録媒体７２に記録するための圧縮等の画像処理を行う画像処理部７３と、このデコーダ７
１に対応して再度標準のＴＶ信号形式に変換するデジタルエンコーダ７４とを備える。
【０００７】
　また、この記録再生部６９は、デコーダ７１、画像処理部７３、デジタルエンコーダ７
４を制御すると共に、ＯＳＤ７５を制御するＣＰＵ７６を備えている。このＣＰＵ７６は
、操作スイッチ５８からの操作信号に対応して、記録再生部６９内の各部を制御すると共
に、ＣＣＵ部６６のＡＦＥ６７とカメラＤＳＰ６８とを制御する。　
　デコーダ７１は、入力されるアナログの映像信号を、その内部のＡ／Ｄ変換回路７１ａ
によりデジタルの映像信号に変換する。　
　この場合、Ａ／Ｄ変換回路７１ａは、ＡＦＥ６７のＡ／Ｄ変換回路６７ｂの変換クロッ
クとは異なる変換クロックのレートでＡ／Ｄ変換することにより、デジタルのスクエアピ
クセル（正方画素）信号に変換して、デコーダ７１の出力信号として画像処理部７３に出
力する。
【０００８】
　この画像処理部７３は、デコーダ７１からの入力信号に対する圧縮の処理を行い、圧縮
された画像データを記録媒体着脱スロット７７に着脱自在に装着される記録媒体７２に記
録すると共に、記録媒体７２から読み出した圧縮された画像データに対する伸張の処理を
行う圧縮／伸張回路７３ａを有する。　
　記録媒体７２は、コンパクトフラッシュ（登録商標）やＵＳＢメモリなどのフラッシュ
メモリにより構成される。　
　記録媒体７２に画像の記録を行わない場合には、デコーダ７１からの入力信号は圧縮／
伸張回路７３ａをバイパスして次段のデジタルエンコーダ７４に入力される。このデジタ
ルエンコーダ７４は、Ｄ／Ａ変換回路７４ａを内蔵し、このＤ／Ａ変換回路７４ａにより
再度、標準のアナログのＴＶ信号形式に変換する。
【０００９】
　そして、２分配器７８を経て、一方のコネクタ部からＬＣＤユニット５５に出力する。
また、他方のコネクタ部５７に外部モニタ５６を接続することにより、外部モニタ５６に
より観察可能にする。　
　このように外部モニタ５６を接続可能とするコネクタ部５７が設けてあるので、ユーザ
は外部モニタ５６を接続して、例えば複数のユーザが同時に供覧することができる。　
　ＬＣＤユニット５５は、入力信号をデジタルの映像信号に変換するデコーダ８１と、こ
のデコーダ８１の出力信号に対してＬＣＤパネル５４の解像度に合わせた画素数にスケー
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リングするスケーリング回路８２と、ＬＣＤパネル５４のバックライト照明を行う冷陰極
蛍光ランプ（ＣＣＦＬと略記）８３及びこのＣＣＦＬを駆動するＣＣＦＬ用バックライト
回路８４と、明るさ等の操作を行う操作スイッチ８５及びその操作に対応した明るさ調整
を行うＣＰＵ８６とを有する。
【００１０】
　デコーダ８１は、入力信号をＡ／Ｄ変換回路８１ａによりアナログの映像信号に変換し
、この映像信号をＡＧＣ回路８１ｂに入力して、その輝度信号のゲインを調整可能にして
スケーリング回路８２に出力する。　
　スケーリング回路８２は、ＬＣＤパネル５４の解像度であるたとえばVGA (640×480)や
XGA (1024×768)等の画素数の映像信号に変換してＬＣＤパネル５４に出力する。　
　ＣＣＦＬ８３は、点灯のために数百ボルトの高電圧で駆動する必要があるが、通常の蛍
光灯の場合に必要となる電子放射のための加熱を必要としないメリットがある。　
　しかし、このＣＣＦＬ８３自体の明るさ（バックライト照明）を変化させるのは難しい
ため、より簡便な方法としてＬＣＤパネル５４に供給する輝度信号のゲインを調整するこ
とで輝度信号自身のレベルを変化させ、明るさを変化させていた。
【００１１】
　つまり、ユーザからの操作スイッチ８５の明るさ調整の指示操作に対してＣＰＵ８６は
、ＡＧＣ回路８１ｂによる輝度信号のゲインを調整して、表示される画像の明るさを変化
させる。　
　ＬＣＤパネル５４は、標準のＴＶ信号、つまりＮＴＳＣ/ＰＡＬの映像信号にかかわら
ず画素数は共通となる。そのため、スケーリング回路８２は、入力信号としてのＴＶ信号
の種類に応じた変換処理を変更する。　
　このような構成の従来の電子内視鏡システム５１においては、記録再生部６９とＬＣＤ
ユニット５５と間の映像信号を標準的なＴＶ信号であるNTSC又はPAL信号に変換して行う
ようにしている。　
　この事は、図示のように外部モニタ５６として外付けのＣＲＴのような大型モニタでも
観察できるようにするために、アナログのＴＶ信号を生成してコネクタ部５７から出力で
きるようにするためである。
【００１２】
　また、標準的なＴＶ信号形式であるNTSC又はPAL信号であれば、古いモニタでも接続し
て使用でき、良好な利便性を確保するために従来はこのような回路形式となっていた。　
　最近においては、より小型化する事に対するニーズや要請が高いが、従来例は、以下の
ような理由により大型化していた。　
　また、標準のＴＶ信号はＮＴＳＣとＰＡＬという２大フォーマットが世界標準となって
いるため、製品設計としては、この２つのフォーマットの標準のＴＶ信号を生成する必要
があり、開発時間がより多くかかるという問題があった。　
　特に図４の構成の場合、ＣＣＵ部６６、記録再生部６９、ＬＣＤユニット５５ともにＮ
ＴＳＣ/ＰＡＬの両方の信号に対応できることが必須となり、各部の開発の負荷が増大す
る問題があった。
【００１３】
　また、上記のＣＣＵ部６６は、近年はカメラＤＳＰ６８という信号処理用ＬＳＩを搭載
し、ＮＴＳＣとＰＡＬの標準ＴＶ信号を生成するのが一般的となっている。　
　しかし画像を記録媒体７２に記録して、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）で再生する場
合には、縦横比率変換（アスペクト比変換）を行わないと、表示の際の縦横比が変わって
しまい、画像がゆがむという問題があった。　
　たとえばＮＴＳＣ用のＣＣＤは、4:3のアスペクト比で512×525画素であるが、ＰＣな
どに用いられるＬＣＤは、4:3のアスペクト比で640×480や1024×768などの解像度になる
ため、アスペクト比変換を行わないと、１画素あたりの縦横比が正方にならず、画像が縦
方向に圧縮されてＬＣＤ上で表示されてしまう。ＰＡＬ用のＣＣＤの場合は、525×625画
素なのでこれも640×480などのＬＣＤに表示するとＮＴＳＣ同様に画像がゆがんでしまう
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。
【００１４】
　画像の歪みは致命的な不具合となるので、これを避けるために、記録再生部６９は、ス
クエアピクセル周波数という特殊な周波数（つまり、ＮＴＳＣ(Square Pixel)の場合には
12.272727MHz、ＰＡＬ(Square Pixel) の場合には14.75MHz）で、ＣＣＵ部６６からの信
号をＡ／Ｄ変換して正方画素のデジタル映像信号を生成することにより、記録した画像を
パソコン等のＬＣＤで表示しても画像の歪みなく表示できるようにしている。　
　上記スクエアピクセル周波数で映像信号をサンプリング（Ａ／Ｄ変換）すると、正方画
素の画像データが得られ、ＬＣＤパネル５４やＰＣ画面に表示する際に縦横比率変換を行
なわずに使用できる。　
　ＣＣＵ部６６内外でＣＣＵ部６６で生成されるデジタル信号のままスクエアピクセルに
スキャンコンバートすればＣＣＵ部６６の出力信号に標準ＴＶ信号を生成する必要はなく
なる。
【００１５】
　しかし、カメラＤＳＰ６８には、スクエアピクセルにスキャンコンバートする機能はな
く、図４の構成例のように、ＣＣＵ部６６からは一旦アナログ映像信号を出力させ、記録
再生部６９でスクエアピクセルに再度、Ａ／Ｄ変換することが必要になっていた。　
　もちろんカメラＤＳＰ６８に、スクエアピクセル周波数にスキャンコンバートする機能
を内蔵させることも技術的には不可能ではないが、それを実現するためにはその半導体を
開発することが必要となってしまい、その投資額が巨額で、量産時も相当数の生産が見込
まれない場合は、実質上、量産化できないという問題があった。　
　内視鏡或いは内視鏡装置は、民生品ではないため、量産数が民生品に比較すると極少な
く、内視鏡専用の半導体を開発することは非常に難しい現実がある。そこで図４のような
構成にせざるを得なかった。
【００１６】
　またカメラＤＳＰ６８の中にはアナログ出力の他にデジタル映像出力機能を持つものも
ある。しかしこの場合も、通常はＣＣＤ駆動周波数（例えば14.31318MHz (38万画素ＮＴ
ＳＣ）や28.63636MHz/3 (約9.5MHz:25万両素ＮＴＳＣ））でサンプリングしたものか、国
際標準であるITU-R BT.601規格(13.5MHz)でサンプリングしたものであり、周波数的には
全く関係のないスクエアピクセルでサンプリングされて出力されるものは通常ない。　
　これはＮＴＳＣやＰＡＬ方式のＣＣＤ６４を用いたＴＶカメラでは、スクエアピクセル
でサンプリングすると内部構成が非常に複雑かつ非効率になり、デメリットが大きいため
である。　
　この点からも図４のような構成にせざるを得なかった。　
　なお、図４のＯＳＤ６８ｆ、７５のオン・スクリーン・ディスプレイ機能は、ＣＣＵ部
６６と記録再生部６９の両方にあり、どちらでも文字情報を表示することが出来、もちろ
んメニュー表示や警告等の表示を出すことも出来る。　
　なお、特開２０００－３５８２４２号公報にはＤ／Ａ変換回路及びアナログ回路を付加
しなくてもデジタル画像記録装置からの画像を同じ出力経路で表示手段で表示できる内視
鏡システムが開示されている。
【特許文献１】特開２０００－３５８２４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　上述したように図４に示した従来例は、ユーザに対する操作性或いは利便性を確保でき
るが、大型化してしまう欠点があった。　
　一方、特開２０００－３５８２４２号公報のシステムは、内視鏡、信号処理装置、画像
記録装置、モニタがそれぞれ別体で、電子内視鏡システムが大型化する欠点がある。　
　このため、電子内視鏡システムが量産品でないことの制約、つまり標準的なＴＶ信号で
あるNTSC又はPAL信号に対応した撮像素子と、これに対応したカメラＤＳＰを用いて標準
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的なアナログのＴＶ信号形式のNTSC又はPAL信号に変換するカメラコントロールユニット
部を採用することを考慮し、コストが嵩む半導体の開発を必要としない、つまり低コスト
で実現でき、かつユーザに対する利便性を十分に確保しつつ、画質の劣化を低減して電子
内視鏡システムを小型化して提供できると、ユーザにとって非常に好ましいものとなる。
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、画質の劣化を低減して小型軽量化するこ
とができる電子内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明は、NTSC又はPAL信号からなるテレビジョン信号に対応した撮像素子を備え、前
記撮像素子からの撮像信号を処理して、記録媒体に画像を記録可能にすると共に、画像表
示モニタに動画像を表示可能にする電子内視鏡システムにおいて、
　前記撮像素子からの撮像信号をNTSC又はPAL信号に対応したアナログのテレビジョン信
号形式に変換するカメラコントロールユニット部と、
　前記カメラコントロールユニット部で生成したアナログのテレビジョン信号を外部に出
力するためのコネクタ部と、
　前記カメラコントロールユニット部で生成したアナログのテレビジョン信号をデジタル
のスクエアピクセル信号に変換するアナログ／デジタル変換部と、
　前記デジタルのスクエアピクセル信号から記録媒体に記録する記録処理する記録処理部
と、
　前記記録媒体に記録された画像を再生する再生処理を行う再生処理部と、
　前記画像表示モニタとしてのデジタルの画像表示モニタの画素数が前記デジタルのスク
エアピクセル信号に対応した所定の画素数の場合には、前記デジタルのスクエアピクセル
信号を前記デジタルの画像表示モニタに出力し、前記デジタルの画像表示モニタの画素数
が前記デジタルのスクエアピクセル信号に対応した所定の画素数でない場合には、前記デ
ジタルのスクエアピクセル信号からデジタルの画像表示モニタの画素数に適合させるスケ
ーリング処理して前記デジタルの画像表示モニタに出力する画像処理部と、
　を具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、画質の劣化を低減して小型軽量化することができる電子内視鏡システ
ムを提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。　
（第１の実施形態）
　図１は本発明の第１の実施の電子内視鏡システムの全体構成を示す。本実施形態は、低
コストで、画質の劣化を低減して小型軽量化することができる電子内視鏡システムを提供
することを目的とする。また、Ａ／Ｄ変換及びＤ／Ａ変換の回数を減らし、回路構成を簡
略化して画質の劣化を低減することも目的とする。　
　図１に示す電子内視鏡システム１は、内視鏡挿入部（単に挿入部と略記）２と、この挿
入部２と一体化された電子内視鏡本体部３とを有し、この電子内視鏡本体部３内に動画像
等の画像表示を行うデジタルの画像表示モニタとしての液晶パネル（ＬＣＤパネル）４が
設けられている。　
　また、この電子内視鏡本体部３には、外部モニタ６を接続可能とするコネクタ部７と、
操作スイッチ８が接続されるスイッチ接続部９が設けられている。　
　挿入部２の先端部１１には、照明窓と観察窓とが設けてあり、照明窓にはＬＥＤ１２が
取り付けられ、観察窓には対物レンズ１３が取り付けられている。この対物レンズ１３の
結像位置には、撮像素子として、例えば電荷結合素子（ＣＣＤと略記）１４が配置され、
結像された光学像を光電変換する。
【００２１】
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　なお、本実施形態に採用されるこのＣＣＤ１４は、標準的なＴＶ信号、つまりＮＴＳＣ
又はＰＡＬの映像信号を生成するのに対応したＣＣＤが採用されている。　
　具体的には、電子内視鏡システム１がＮＴＳＣ用の製品として製造する場合には、ＣＣ
Ｄ１４として、ＮＴＳＣ用ＣＣＤが採用され、このＮＴＳＣ用ＣＣＤは、例えば4:3のア
スペクト比（縦横比）で512×525画素である。　
　また、ＰＡＬ用の製品とする場合には、ＣＣＤ１４としてＰＡＬ用ＣＣＤが採用され、
このＰＡＬ用ＣＣＤは、例えば4:3のアスペクト比で525×625画素のものが採用される。
　照明手段としての発光ダイオード（ＬＥＤ）１２及び撮像手段としてのＣＣＤ１４は、
挿入部２内を挿通された信号線を介して電子内視鏡本体部３内のＬＥＤ電源回路１５と、
カメラコントロールユニット部（ＣＣＵ部と略記）１６に接続されている。
【００２２】
　ＣＣＵ部１６は、アナログフロントエンド（ＡＦＥと略記）１７と、カメラデジタルシ
グナルプロセッサ部（カメラＤＳＰ部と略記）１８とから構成される。　
　ＡＦＥ１７は、ＣＣＤ１４からの撮像信号に対して、相関二重サンプリング（ＣＤＳと
略記）処理して、その信号成分を抽出した後、オートゲインコントロール（ＡＧＣと略記
）回路１７ａによるＡＧＣにより適正な振幅の信号にした後、アナログ／デンジタル（Ａ
／Ｄ）変換回路１７ｂによりデジタル信号に変換してカメラＤＳＰ部１８に出力する。　
　このカメラＤＳＰ部１８は、信号処理用ＬＳＩで構成され、ＡＦＥ１７から入力される
デジタル信号に対して、以下の信号処理を行い、アナログの標準のテレビジョン（ＴＶ）
信号、つまりＮＴＳＣ又はＰＡＬ信号を生成する。
【００２３】
　このカメラＤＳＰ部１８は、入力されるデジタル信号に対して、オート露光（Ａ／Ｅ）
処理を行うＡ／Ｅ処理１８ａ、色信号を生成する色処理１８ｂ、ガンマ処理１８ｃ、電子
ズーム処理１８ｄ、ホワイトバランス（Ｗ／Ｂ）処理１８ｅ等の一般のＴＶカメラで必要
な様々な信号処理を行う。　
　また、このカメラＤＳＰ１８は、文字情報の表示等のオンスクリーンディスプレイ（Ｏ
ＳＤ）処理１８ｆも行う。そして、デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換回路１８ｇにより
、アナログ映像信号に変換されて、このカメラＤＳＰ部１８から、アナログの標準的なＴ
Ｖ信号、つまりアナログのＮＴＳＣ又はＰＡＬ信号として、記録再生部１９に出力される
。　
　また、本実施形態においては、Ｄ／Ａ変換回路１８ｇの出力信号、つまりアナログのＮ
ＴＳＣやＰＡＬ信号は、コネクタ部７から外部に出力可能とする構成にしている。
【００２４】
　なお、図１では、ＣＣＵ部１６（のカメラＤＳＰ１８）におけるＤ／Ａ変換回路１８ｇ
から直接２系統の出力信号を出力する構成例で示しているが、１系統で２つに分岐出力す
る構成にしても良い。また、１系統の場合においてドライブ能力が不足するような場合に
は、例えばバッファ回路を設けて２つに分配して出力可能とする構成にしてもよい。　
　そして、このコネクタ部７に、大きい画面の外部モニタ６を接続することにより、複数
のユーザが同時に観察することもでき、ユーザに対する利便性を確保している。　
　上述したように、本実施形態に採用されるＣＣＤ１４としては、標準的なＴＶ信号、つ
まりＮＴＳＣまたはＰＡＬ信号形式に合わせたタイプのＣＣＤが採用され、そのＣＣＤ１
４に合わせた処理機能のカメラＤＳＰ１８が採用されている。
【００２５】
　このカメラＤＳＰ１８からのアナログ映像信号が入力される記録再生部１９は、その映
像信号から、デジタルの映像信号を生成するデコーダ２１と、記録媒体２２に記録するた
めの圧縮等の画像処理を行う画像処理用ＬＳＩとしての画像処理ＤＳＰ部２３とを備える
。　
　また、この記録再生部１９は、画像処理ＤＳＰ部２３等を制御するＣＰＵ２６を備えて
いる。このＣＰＵ２６は、通信により画像処理ＤＳＰ部２３やＣＣＵ部１６のＡＦＥ１７
，カメラＤＳＰ１８と通信により電子内視鏡システム１全体を制御する。　
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　また、ユーザによる操作スイッチ８からの操作信号に対応して、この操作スイッチ８が
接続されたＣＰＵ２６は、画像処理ＤＳＰ部２３内に設けられたＯＳＤ２５とＣＣＵ部１
６のカメラＤＳＰ１８内に設けられたＯＳＤ１８ｆを使って、メニュー表示などの文字情
報を表示することでユーザインターフェースを形成する。
【００２６】
　このように本実施形態ではＣＣＵ部１６と記録再生部１９の２箇所にＯＳＤ１８ｆ、２
５を設けて、ＬＣＤパネル４だけでなく、外部モニタ６にも、ＯＳＤ１８ｆにより生成し
た情報を表示することが出来る構成にして、ユーザに対する良好な操作性を確保している
。　
　デコーダ２１は、入力されるアナログの映像信号を、例えばデコーダ２１内部のY/C分
離回路により輝度信号Yと色信号C（ＵＶ信号）とに分離する。そして、さらにデコーダ２
１内部のＡ／Ｄ変換回路２１ａによりデジタルの映像信号としてのデジタルＹＵＶ信号に
変換する。　
　なお、Y/C分離の画像処理を行う画像処理部を形成するデコーダ２１において、Ａ／Ｄ
変換回路２１ａによりデジタルの映像信号を生成した後にY/C分離の画像処理を行うよう
にしても良い。
【００２７】
　また、後述するＹＵＶ信号からＲＧＢ信号に変換する機能をこのデコーダ２１に設ける
ようにしても良い。この場合には、デコーダ２１の出力信号は、スケーリング回路２８を
経てＬＣＤパネル４に出力される。また、スケーリング処理を行わない場合には、デコー
ダ２１の出力信号がＬＣＤパネル４に出力されることになる。　
　上記Ａ／Ｄ変換回路２１ａは、ＡＦＥ１７のＡ／Ｄ変換回路１７ｂの変換クロックとは
異なる変換クロックのレート、つまり背景技術の欄で説明したスクエアピクセル周波数で
Ａ／Ｄ変換（サンプリング）することにより、デジタルの映像信号としてのデジタルのス
クエアピクセル（正方画素）信号（具体的にはデジタルＹＵＶ信号）に変換して、デコー
ダ２１の出力信号として画像処理ＤＳＰ２３を構成する画像処理部２４及びスケーリング
回路２８側に出力する。　
　なお、図１においては、デコーダ２１と画像処理部２４とを別のブロックで示している
が、画像処理部２４がデコーダ２１を含む構成としても良い。
【００２８】
　本実施形態においては、このデコーダ２１の出力信号以降は、１種類のデジタルのスク
エアピクセル信号に対する信号処理となる。これに対して、図４の従来例においては、デ
コーダ７１の出力信号以降においてもＮＴＳＣ或いはＰＡＬ用スクエアピクセル信号とし
ての信号処理を扱う必要があり、夫々に対する設計や開発の手間がかかってしまう。従っ
て、本実施形態は、図４の従来例における開発や手間を低減できる。　
　上記画像処理部２４は、デコーダ２１からの信号に対して記録媒体２２に記録するフォ
ーマットに変換すると共に、この画像処理部２４は、記録媒体２２に画像データとして記
録するための記録処理手段と、記録媒体２２に記録された画像データを読み出し、再生す
る再生処理手段の機能を備える。
【００２９】
　この画像処理部２４は、記録処理手段としてデコーダ２１からのデジタルの映像信号を
記録媒体２２に記録するフォーマットに変換して、さらに圧縮の処理を行い、圧縮された
画像データを記録媒体着脱スロット２７に着脱自在に装着される記録媒体２２に記録可能
にすると共に、再生処理手段として記録媒体２２から読み出した圧縮された画像データに
対する伸張の処理を行う圧縮／伸張回路２４ａを有する。　
　圧縮／伸張回路２４ａは、動画像の場合には、記録のための圧縮と再生の伸張とを、例
えばＭＰＥＧ２，或いはＭＰＥＧ４（或いはＭＰＥＧ４　ＡＶＣ／Ｈ２６４）の符号化及
びその復号化を行う。また、静止画の場合には、ＪＰＥＧ等の符号化及びその復号化を行
う。　
　記録媒体２２は、コンパクトフラッシュ（登録商標）やＵＳＢメモリ等のフラッシュメ
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モリにより構成される。
【００３０】
　記録媒体２２に画像の記録を行わない場合には、デコーダ２１からのデジタルの映像信
号は、画像処理部２４或いは圧縮／伸張回路２４ａをバイパスして、スケーリング回路２
８、又はこのスケーリング回路２８も経由することなく、ＹＵＶ－ＲＧＢ変換回路（図で
はＹＵＶ→ＲＧＢと略記）２０によりＹＵＶ信号からＲＧＢ信号への変換のみ行い、デジ
タルＲＧＢ信号を作り、デジタルの画像表示モニタとしてのＬＣＤパネル４に出力される
。　
　この場合、ＬＣＤパネル４の画素数をＶＧＡ等、デコーダ２１でのデジタルのスクエア
ピクセル信号に対応した所定の画素数のものを採用することにより、解像度変換或いは異
なる画素数に適合させるフォーマットに変換するスケーリング処理手段としてのスケーリ
ング回路２８が不要となる。
【００３１】
　このため、図１において、ＬＣＤパネル４として、デジタルのスクエアピクセル信号に
対応した所定の画素数のものを採用した場合には、点線で示すスケーリング回路２８が不
要となる。　
　この場合には、デコーダ２１からのデジタルのＹＵＶ信号或いは画像処理部２４からの
ＹＵＶ信号が、ＹＵＶ－ＲＧＢ変換回路２０を経てデジタルのＲＧＢ信号となり、ＬＣＤ
パネル４に出力される。なお、上述したようにデコーダ２１でＲＧＢ信号を生成するよう
にした場合には、デコーダ２１の出力信号がＬＣＤパネル４に出力される。　
　これに対して、ＬＣＤパネル４として、例えばXGA (1024×768)など、デコーダ２１で
のデジタルのスクエアピクセル（映像）信号の生成のみでは対応できない画素数に変換す
る場合には、スケーリング回路２８によりその画素数の映像信号に変換してＬＣＤパネル
５４に出力する。このため、図１においては、スケーリング回路２８を点線で示している
。
【００３２】
　なお、ＯＳＤ回路２５からの出力信号は、ＹＵＶ－ＲＧＢ変換回路２０の出力信号に加
算されてデジタルのＲＧＢ信号となり、ＬＣＤパネル４に出力される。　
　また、この記録再生部１９は、ＬＣＤパネル４のバックライト照明を行う冷陰極蛍光ラ
ンプ（ＣＣＦＬと略記）２９を駆動するＣＣＦＬ用バックライト回路３０を有している。
　このような構成の本実施形態の電子内視鏡システム１においては、記録再生部１９は、
デコーダ２１からＬＣＤパネル４に至る構成が圧縮／伸張を行う画像処理部２４、スケー
リング回路２８及びＹＵＶ－ＲＧＢ変換回路２０だけになり、大幅に単純化された構成と
なっている。また、上述したようにＬＣＤ４として所定の画素数のものを採用すると、さ
らにスケーリング回路２８も削減できる。　
　次に本実施形態の作用を説明する。
【００３３】
　ＬＥＤ電源回路１５によるＬＥＤ電源により、挿入部２の先端部１１の照明窓のＬＥＤ
１２は照明光を出射する。　
　そして、この照明光により、挿入部２が挿入されたエンジン内部等の検査対象部位が照
明され、観察窓に取り付けた対物レンズ１３により検査対象部位の光学像がＣＣＤ１４の
撮像面に結像される。　
　このＣＣＤ１４により撮像された撮像信号は、ＣＣＵ部１６のＡＦＥ１７及びカメラＤ
ＳＰ１８により信号処理されて、標準的なアナログのＴＶ信号、より具体的にはアナログ
のＮＴＳＣ又はＰＡＬ信号が生成され、記録再生部１９のデコーダ２１に出力されると共
に、コネクタ部７からこの外部モニタ６に出力することもできる。
【００３４】
　つまり、このコネクタ部７に外部モニタ６が接続されていると、この外部モニタ６には
、ＣＣＤ１４の撮像面に結像された検査対象部位の動画像が内視鏡画像として表示される
ことになる。　
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　デコーダ２１は、ＮＴＳＣの映像信号の場合には、例えば12.272727MHz、ＰＡＬの映像
信号の場合には14.75MHzのスクエアピクセル周波数で、アナログの映像信号をＡ／Ｄ変換
して、正方画素の画像データを生成する。　
　そして、このデコーダ２１以降では、アナログ信号を生成することなく最終段のＬＣＤ
パネル４までデジタルの映像信号のままで信号処理や表示を行えるようにしている。　
　このデコーダ２１により生成されたデジタルのスクエアピクセル信号は、圧縮／伸張回
路２４ａにより、圧縮された画像データを記録媒体２２に記録することができる。
【００３５】
　また、ユーザにより操作スイッチ８の指示操作により記録媒体２２に記録された画像デ
ータの再生指示が行われると、ＣＰＵ２６は記録再生部１９内の画像処理部２４を制御し
、記録媒体２２の画像データを読み出し、圧縮／伸張回路２４ａにより伸張処理を行わせ
る。　
　そして、伸張処理された映像信号は、所定の画素数のＬＣＤパネル４に直接、或いは所
定の画素数でない場合にはスケーリング回路２８でスケーリングしてＬＣＤパネル４によ
り表示する。その際、ＬＣＤパネル４はＣＣＦＬ２９により、バックライト照明が行われ
る。　
　また、デコーダ２１からのデジタルの映像信号を、圧縮／伸張回路２４ａをバイパス（
或いはスルー）して、所定の画素数のＬＣＤパネル４に或いはスケーリング回路２８でス
ケーリングしてＬＣＤパネル４により動画像を表示することもできる。
【００３６】
　本実施形態においては、記録再生部１９の出力信号を、外部モニタ用のためのアナログ
ＴＶ信号を生成しない構成にしているため、この電子内視鏡システム１は従来例に比較し
て大幅に簡略化された回路構成で実現できるようになっている。　
　また、従来例においては、デコーダ７１によりデジタル信号に変換した後に、デジタル
エンコーダ７４においてＤ／Ａ変換し、さらにＬＣＤユニット５５内でさらにＡ／Ｄ変換
を行う構成であったのに対して、本実施形態は、これらの両変換を不要にしているので、
両変換による画質の劣化を低減できる。また、低コスト化及び小型軽量化することもでき
る。　
　また、本実施形態においては、ＣＣＵ部１６からアナログのＴＶ信号をコネクタ部７か
ら出力する構成にしているので、このコネクタ部７に大型の外部モニタ６を接続すれば、
ＬＣＤパネル４に表示される内視鏡画像を動画像として、その大型の外部モニタ６に表示
することができ、同時に複数のユーザが供覧することができる。
【００３７】
　また従来例では、記録再生部６９とは別体のＬＣＤユニット５５におけるＬＣＤパネル
５４の直前部分にデコーダ８１やスケーリング回路８２があったため、そこで表示される
映像信号を調整しても、その前段側の記録媒体７２に記録する画像と異なってしまう問題
があったが、本実施形態においては、スケーリング回路２８を記録再生部１９側に設け、
その出力信号を直接、ＬＣＤパネル４に入力することが出来る。　
　このため、従来例においては、必要になっていたデコーダ８１が本実施形態では不要に
なるメリットがある。　
　このように本実施形態においては、従来例において必要であった複数の回路が不要とな
り、その構成が大幅に簡略化でき、従って大幅に小型軽量化できると共に、低コスト化す
ることもできる。　
　また、ＣＣＵ部１６と記録再生部１９の両方にＯＳＤ１８ｆ、２５を設けてあるので、
それらをＣＰＵ２６により使い分ける制御を行うことにより、外部モニタ６の使用時にも
ＬＣＤパネル４で観察しているときも、夫々に適したメニュー表示等の情報表示を行うこ
とが出来、良好な使い勝手（利便性）を確保できる。
【００３８】
　このように本実施形態は、以下の効果を有する。　
　図４の従来例に比べ、ＣＣＵ部１６からアナログのＴＶ信号を外部に出力可能とする構
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成にして、記録再生部１９以降の信号処理をすべてデジタル映像信号で処理するようにし
たので、記録再生部１９とＬＣＤパネル４の周辺回路を大幅に単純化でき、低コストでし
かも小型軽量化もできる。　
　またＬＣＤパネル４や記録再生部１９としては、従来例のようにＮＴＳＣとＰＡＬとい
った２種類の映像信号で処理する必要がなくなり、１種類で済むので、回路を簡略化でき
るとともに、設計等の手間を低減でき、開発効率を大幅に向上させることができる。　
　また、本実施形態は、Ｄ／Ａ変換及びＡ／Ｄ変換の回数を削減することにより、低コス
トで画質の劣化を低減できる。
【００３９】
（第２の実施形態）
　次に図２を参照して本発明の第２の実施形態を説明する。本実施形態は、第１の実施形
態の目的の他に、ＬＣＤパネルの明るさ調整を可能にすると共に、その明るさ調整の情報
を記録媒体に記録される画像に関連する情報として記録し、再生時にその情報を有効利用
可能にして操作性を向上できる電子内視鏡システムを提供することも目的とする。　
　図２は、本発明の第２の実施形態の電子内視鏡システム１Ｂの構成を示す。　
　図２に示す電子内視鏡システム１Ｂは、図１に示す電子内視鏡システム１において、Ｌ
ＣＤパネル４のバックライト照明を行うＣＣＦＬ２９の代わりに、発光量の調整が行い易
い複数のＬＥＤを用いたＬＥＤバックライト照明部（図面中では単にＬＥＤバックライト
）３１を採用している。
【００４０】
　また、このＬＥＤバックライト照明部３１のＬＥＤを調光可能に点灯するＰＷＭ（パル
ス幅変調）方式バックライト調光回路３２を設け、ＣＰＵ２６からの調光信号によりＰＷ
Ｍ方式バックライト調光回路３２によるＬＥＤバックライト照明部３１による照明光量（
或いは照明輝度）をＰＷＭ制御によって調整し、ＬＣＤパネル４の明るさの調整を行う調
整部の機能を設けている。そして、ＬＥＤバックライト照明部３１の照明輝度の調整部は
、記録再生部１９を構成するＣＰＵ２６により制御される。　
　このＰＷＭ方式バックライト調光回路３２は、ＣＰＵ２６からの調光信号を受けて、Ｐ
ＷＭ制御した電力をＬＥＤバックライト照明部３１（の複数のＬＥＤ）に供給し、定電流
制御によりＬＥＤバックライト照明部３１をＰＷＭ駆動するようにしている。　
　また、操作スイッチ８は、ユーザがＬＣＤパネル４の明るさ調整（換言すると、ＬＥＤ
バックライト照明部３１の照明輝度の調整）の操作を行う設定部の機能を有する。
【００４１】
　そして、ユーザが図２の操作スイッチ８における明るさ調整指示の操作することにより
、ＣＰＵ２６がその情報を受け取り、記録再生部１９（の回路基板等）に設けたＰＷＭ方
式バックライト調光回路３２に調光信号を送ることでＬＥＤバックライト照明部３１の照
明輝度（或いはＬＣＤパネル４の明るさ）を広範囲に変更できる構成にしている。　
　また、ユーザによる操作スイッチ８の操作に基づいて生成されるＬＥＤバックライト照
明部３１の照明輝度に関する情報は、記録媒体２２に画像が記録される場合には、例えば
属性情報としてその画像ファイルに関連付けて同時に記録される。　
　そして、その記録媒体２２が例えばＰＣなどに装着されて記録された画像ファイルが再
生されて、そのＰＣの表示モニタに表示される場合には、属性情報として参照され、その
画像再生毎に連動して明るさ調整ができるようにしている。これによりユーザに対する良
好な操作性を確保している。
【００４２】
　なお、記録媒体２２に記録された画像を電子内視鏡システム１Ｂで再生する場合にも同
様のメニットが得られるようにしている。　
　このように本実施形態では、ユーザが画像を記録する際、ＬＥＤバックライト照明に関
する情報を、記録媒体に記録される画像と一緒に（或いは少なくとも関連付けて）記録す
るようにしたことが特徴の１つとなっている。　
　なお、上記の説明では、画像（画像ファイル）と共に記録される属性情報として、ＬＥ
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Ｄバックライト照明部３１の照明輝度に関する情報としているが、これに限定されるもの
でなく、その前段の調光信号の情報でも良い。　
　さらに、本実施形態においては、デコーダ２１と画像処理部２４の間にＮＲ（ノイズリ
ダクション）回路３３を設け、画像ノイズを低減する構成にしている。
【００４３】
　なお、本実施形態では、操作スイッチ８は、ＬＣＤパネル４の明るさを調整する指示操
作を行う機能も兼ね、その操作指示の信号が入力される（記録再生部１９内に設けられた
）ＣＰＵ２６は、その指示操作に対応して明るさを調整の設定を行う設定部の機能を果た
す。　
　その他の構成は、図１と同様であり、同じ構成要素には同じ符号を付け、その説明を省
略する。　
　次に本実施形態の作用を説明する。この場合、主に第１の実施形態と異なる作用のみを
説明する。　
　上述したようにデコーダ２１においてデジタルスクエアピクセル映像信号（デジタルＲ
ＧＢ信号）が生成され、この映像信号は、ＮＲ回路３３によりその画像ノイズが低減され
る。そして、画像処理部２４において、記録媒体２２に記録するための圧縮処理が行われ
る。
【００４４】
　この場合、ＮＲ回路３３によりその画像ノイズが低減されているので、圧縮された場合
の画質の劣化を低減（或いは高画質を確保）できる。また、記録媒体２２から読み出し、
伸張処理した場合にも、画質の劣化を低減（或いは高画質を確保）できる。　
　また、本実施形態は、ＬＥＤバックライト照明部３１を構成する複数のＬＥＤをＰＷＭ
方式バックライト調光回路３２による調光制御により、ＬＣＤパネル４のバックライト照
明光、つまりＬＣＤ画面の明るさの調整が出来る。　
　そして、ユーザが図２の操作スイッチ８における明るさ調整指示の操作することにより
、ＣＰＵ２６がその情報を受け取り、調光信号をＰＷＭ方式バックライト調光回路３２に
送ることで、ＬＥＤバックライト照明部３１の明るさ（照明輝度）をユーザが望む明るさ
に調整できる。
【００４５】
　また、ユーザによる操作スイッチ８の操作に基づいて照明輝度に関する情報は、記録媒
体２２に画像（画像データ）が画像ファイルとして記録される場合には、その画像ファイ
ルに関連付けて同時に記録される。　
　そして、その記録媒体２２に記録された画像ファイルが再生されて表示される場合には
、その情報が参照され、その画像再生毎に連動して明るさ調整ができる。従って、ユーザ
は、記録時と同じ明るさで観察でき、ユーザに対する良好な操作性を確保できる。　
　また、電子内視鏡システム１Ｂにおいて、記録された画像を再生する時、関連する情報
を画像ファイルとともに記録媒体２２から読み出して、その情報によりＣＰＵ２６がＰＷ
Ｍ方式バックライト調光回路３２に対応する調光信号を送り、ＬＥＤバックライト照明部
３１を記録時と同じに自動設定することが可能となる。　
　本実施形態は以下の効果を有する。
【００４６】
　本実施形態は、第１の実施形態の効果の他に、上述したようにユーザの操作によってＬ
ＥＤバックライト照明部３１の明るさの調整でき、周囲の環境に応じてユーザが適切な明
るさで観察することができる。　
　さらに、図４の従来例と異なり、ＬＣＤパネル４の明るさを調整するやり方が映像信号
のゲインを調整していないので、ＬＣＤパネル４を観察する画像と同等の画像を記録媒体
２２に記録することができる。　
　図４の従来例では、ＬＣＤ側の明るさを変える時、映像信号自体のゲインを変更して調
整していたので、ＬＣＤ側で観察した画像と記録媒体７２に記録し、他のＰＣなどで再生
時に明るさやノイズ、ダイナミックレンジが違って見えるといった不具合があったが、本
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【００４７】
　また、本実施形態では、画像を記録した際に観察していたＬＣＤパネル４のバックライ
ト照明の明るさを再現できるので、従来例では再現時に記録時よりＬＥＤバックライトが
明るめや暗めになってしまって、記録時に見た画像とは微妙に違うという違和感が生じて
いたが、それを解消でき、忠実に記録時の明るさで再生することができる。　
　なお、画像再生時に属性情報を用いて記録時と同じ照明輝度に自動設定するか否かを操
作スイッチ８等からのユーザが選択できるようにしてもよい。　
　なお、上述した実施形態においては、ＬＣＤパネル４を電子内視鏡本体部３内に収納し
た構成例の場合で説明したが、図３に示す変形例の電子内視鏡システム１Ｃのように、電
子内視鏡本体部３Ｃに着脱自在のＬＣＤパネル部５を備えた構成にすることもできる。
【００４８】
　図３の構成例は、例えば図２の電子内視鏡システム１Ｂにおいて、記録再生部１９から
デジタルＲＧＢ信号を出力するコネクタ部３４が設けられ、このコネクタ部３４にはＬＣ
Ｄパネル部５（を構成するＬＣＤパネル４）におけるデジタルＲＧＢ信号を入力するコネ
クタ部とが接続ケーブルを介して着脱自在に接続される。　
　また、ＬＣＤパネル部５に設けられたＬＥＤバックライト照明部３１とＰＷＭ方式バッ
クライト調光回路３２とはコネクタ部３５に着脱自在の接続ケーブルを介して接続される
構成となっている。　
　図３の変形例の場合には、電子内視鏡本体部３ＣにＬＣＤパネル部５を装着した状態で
使用する場合には、第２の実施形態とほぼ同様に近い作用効果を有する。　
　また、ユーザは、使用環境に応じて、より画面サイズが大きいＬＣＤパネル部５を使用
することを望む場合には、画面サイズがより大きいＬＣＤパネル部５を接続して使用する
こともできる。本変形例は、使用環境に応じてＬＣＤパネルを変更使用できる。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　小型軽量で可搬性を有し、化学プラントやエンジン内部等を検査する。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の第１の実施形態の電子内視鏡システムの全体構成を示す構成図。
【図２】本発明の第２の実施形態の電子内視鏡システムの全体構成を示す構成図。
【図３】第２の実施形態の変形例の電子内視鏡システムの全体構成を示す構成図。
【図４】従来例の電子内視鏡システムの全体構成を示す構成図。
【符号の説明】
【００５１】
１…電子内視鏡システム、２…挿入部、３…電子内視鏡本体、４…ＬＣＤパネル、５…、
６…外部モニタ、７…コネクタ部、８…操作スイッチ、１４…ＣＣＤ、１６…ＣＣＵ部、
１７…ＡＦＥ、１８…カメラＤＳＰ、１９…記録再生部、２１…デコーダ、２１ａ…Ａ／
Ｄ変換回路、２２…記録媒体、２３…画像処理ＤＳＰ、２４…画像処理部、２４ａ…圧縮
／伸張回路、２６…ＣＰＵ、２８…スケーリング回路、３１…ＬＥＤバックライト照明部
、３２…ＰＷＭ方式バックライト調光回路、３３…ＮＲ回路
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